
 

令和６年度 第２回柏崎警察署協議会議事概要 

 

 

開催日時  令和６年９月30日（月） 午後２時00分から午後３時50分まで 

開催場所  柏崎警察署講堂 

 

 

 

出 席 者 

 

 

 

 

 

委      員
 

（定数13人）
 

 

 山﨑会長 小林副会長 田村副会長 

 間島委員 押見委員 清水委員 栁澤委員 

 遠山委員 坂井委員 廣川委員 三井田委員 

藤田委員 

計12名 

警   察
 
 山岸署長 小俣副署長 梅澤警務課長 

 谷地会計課長 鈴木生活安全課長 中川刑事課長 

高橋交通課長 長﨑警備課長 

計8名 

公安委員会 和田委員 計１名 

 

管内の治安情勢 

 各課長から、令和６年８月末現在の管内情勢について資料に基づき説明があった。 

前回の答申に対する業務推進状況 

 署長から、前回答申した重点推進項目の取組状況について説明があった。 

１ 犯罪抑止対策の推進 

(1) 刑法犯認知件数の減少 

(2) 詐欺被害防止 

２ 交通死亡事故抑止対策の推進 

(1) 月別人身交通事故発生状況 

(2) 具体的推進状況 

諮問 

署長から、当面の重点推進事項について次のとおり諮問があった。 

１ 犯罪抑止対策の推進 

 (1) 刑法犯認知件数の減少 

 (2) 詐欺被害防止 

２ 交通死亡事故抑止対策の推進 

(1) 交通死亡事故の発生状況 

(2) 具体的推進事項 



答申      

質疑の後、柏崎警察署協議会として協議、検討した結果、諮問のとおり推進するよ

う答申した。 

質疑（○は署長等の説明） 

１ 協議会の資料取扱いについて、他の一般人に見せることは問題ないか。 

○ 公表出来る数字であり、問題ありません。 

 

２ 事故の件数について、人身事故の件数については了解したが、ケガのない事故も

多く発生しているのではないか。巷では、重大な事故と軽微な事故、さらに小さなヒ

ヤリハットが１：２９：３００といった割合で起こると言われており、ヒヤリハット

を減らすことが重要と言われている。ケガのない事故の件数も把握されているよう

であれば、教えてもらえると参考になると思う。 

○ ご指摘のとおり、８月末時点で千件余りの物損事故が発生しています。ケガがなか

ったとは言え、ひとつ間違えば重大な事故につながるものも多く発生しております

ので、物損事故を含め、事故を減らす対策を取ってまいります。 

 

３ 海水浴場の監視所勤務に就く警察官には、同じく詰めているライフセーバーなど

との交流をもっと図り、連携をとって欲しい。 

  併せて海水浴場のパトロールもきちんとやってもらいたい。 

○ 貴重な御意見ありがとうございます。御意見のとおり、海水浴場の安全確保には、

ライフセイバー等との連携が必要となります。来シーズンは勤務員に対して、連携に

関しても具体的に指示し、要望に応えるようにします。 

 

４ ひかるくんひかりちゃん安心メールで流れてきた不審者情報２件のうち、１件に

ついては解決との結果が流れてきたが、もう１件についてはどうなったのか。 

○ 聞き込み等を実施しており、現在継続捜査中です。 

 

５ 万引きについて、警察で把握しているのは結果として捕まった数であり、その他

に万引きしても捕まっていない潜在数があるのではないか。 

〇 そのとおりであり、警察官による立ち寄りなどの対策を進めております。 

 

速度取締り指針 

 交通課長から、事故の多発する夕暮れ時間帯における生活道路での速度取締

り等を実施する旨の説明があり、了解した。 

 


